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Ⅷ．物理教育および物理教育の研究  
【1】物理教育（原 康夫）   
物理学系の教員は第1学群自然学類物理学主専攻の教育の他に、第3学群基礎工学輯・  
情報学頸・エ学システム学顆以外の全学類・専門学群における専門基礎教育としての物理  
学の教育を実施している．（筑波大学における物理教育の状況については、新井敏弘、升  
田幸三共著、「筑薗大学に放ける物理教育j日本物理学会法相巷8号641真一616貢1993年  
参周．）   
物理教育のカリキュラムと実施体制の改善旺自然学輯運営委員を中心に行われている．  
平成元年以陣、毎学期終了後に、巷時間ごとの講義要目、試験問題、試験の素点および評  
点の分布表の浸出を求め、ファイルして、物理学兵事蹄重に置いてある．   
物理の学生葉虫担当者は頻繁に会合し、実験の円滑な実施を図るとともに新しいテーマ  
の開発を行っている．   
なお、平成4年虎よりティーチング・アシスタントを導入した．その経験は報告書にま  
とめた。   
なお、中学・高校の物理教員の養成と再教育を日的とする大学院修士課程教育研究科理  
科コースの研究指導と控菓を教育学系の教員と協力して実施している．  
【2】総合研究「大学における物理の基礎教育」（原 康夫）  
科学研究責描助金接合研究（A）「大学における物理の基礎教育」（平成2－4年度）  
の研究代表者として、28名の研究分担看守共同研究を行い、研究成果を報告書にまとめ  
た（論文1）。   
その一環として、理工系大学生対象の基礎物理教育のカリキュラムの研究（論文2）お  
よび物理の大学人試問題の改善に関する研究（論文3、4）を行った．  
1．大学における物理の基礎教育、大学研究第12号1真一ユ56頁（筑波大学大学研究センター、   
1耶柑年）  
2．新しい基礎物理教育のカリキュラムの検討 （2）理工系（非生物系）学生対象の講   
義要目、大学研究第12号93真一116真  
3．物理の大学人試問題の故習の試み （1）はじめに、（2）物理の大学人試問超の改   
善のための試行テスト、大学研究第1之号191真一196貫  
4．JapaheSe Project Refor■ing the FundabentalPhysics Teaching，Proc．Int．Conf，   
Dn Physics E山cation for Refor■ing the FundaⅡentalPhysics Teaching．Haylg92，  
Nat）jing．P．R．of ChiFla．ed．by Yun Ying．  
一130－   
【3】物理実験の教材開発（森岡弓男）  
（1）二重振り子のカオス用実験教材としての可億性の検討  
大学3年生向けのカオスの物理実験教材を考えている。二重振り子の振動は振幅  
が大きい時カオス的だと言われているので、これについて検討している。長い二重  
振り子を試作し、学生にその振幅の時系列を判定させ、カオスかどうか判定させる  
ような散村にしようと考えている。  
【4】専門日本語教育の研究（田上由紀子）  
8年間を経て作成された、物理学者による、外国人のための科学技術日本語教育  
の他に頸を見ないカリキュラム。近い将来における本格的な教材作成への素地をな  
すものである（論文1）。  
（論文1）田上由紀子：科学・技術者のための日本語教育－あるカリキュラム。  
世界の日本語教育 295－1D6（1992）  
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